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日EU 間の自由貿易協定（EU は FTA，日本

は経済連携協定 EPAと呼ぶ）とその交渉につい

て，国際貿易投資研究所（ITI）の「欧州経済研

究会」チームがとりまとめた総合的な解説書であ

る。

編者は「はじめに」で，EU カナダ FTA や

EU 米国の環大西洋貿易投資連携（TTIP）など

先進国主導の戦略的連携協定と比較しながら，

EU日EPAについて解説し，第1章「メガ FTA

時代の到来とEU」でさらに詳しく説明し，終章

ではEU 通商情勢を分析する。

第２章以下の章別構成は次の通り。同協定と

WTO の関連（須網隆夫），日EU 協定のモデル

の面もあるEU 韓国 FTA の分析（田中信世），

日EU 通商関係史と今次協定（田中友義），市民

社会（市民組織）の観点から見た同協定（久保

広正），EU ハイテク産業との関係（中野幸紀），

グローバル企業活動と欧州企業の特徴（瀬藤澄

彦），同協定の論点（新井俊三），世界貿易の変

容とEU 統合（長部）。

編者も，「多面的かつ野心的な内容を盛り込む

ことができた」と述べている。

いくつかコメントを記しておこう。第１に，重

要な交渉項目である農産物についての解説が少

ないのは惜しい。第２，EU 側の動機は日本の

TPP 参加により「日本市場でアメリカなどと競

争上不利になることを懸念したから」（196 頁）

であり，「交渉を引っ張ってきたのはイギリス」

（viii 頁）とすれば，この両要因が消えた今日，

EU の協定成立への情熱はどこにあるのだろう

か。第３，著書のタイトル「日EU 協定の意味す

るものは何か」への回答は「メガ FTA/EPA の

流れの一環」と理解してよいのだろうか。

メガ FTAの主柱であったTTIPは凍結状態，

TPP はトランプ政権によって葬り去られた。日

本にとってEU日EPAはEU韓FTAのハンディ

キャップを埋めるだけでなく，米新政権の保護主

義に対抗するという新たな意義を担うことになっ

た。交渉も佳境に入った。

この情勢の中で，情報量豊かで，いずれの章

も読み応えのある本書は関係者の必読書といえ

る。
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